
 

 

 

字幕なしで映画を楽しむ 

コツ 

 

 



 

 

【英語発音練習のトリセツ】はお読みいただけましたか？ 

英語の発音を活字で表すのはなかなか難しいのですが、 

できる限りの解説を加えたつもりです。 

ぜひ引き続き、練習してみてくださいね！ 

きっと、見違えるように上達しますよ！ 

 

 



さて、英語の音にはいくつかの特徴があります。 

ここにはすべてを書ききることができませんが、 

一部をご紹介します。 

これを攻略して、 

リスニング上手になりましょう！ 

 

自分で発音できる音は、必ず聞き取れます！ 

 

 



特徴  

 

and, about, but, some は可哀想な単語である。 

 

この文を音読してみてください。 

We sat down and talked about the news already but how about 

some of the other? 

（腰を下ろしてそのニュースについては既に話したけど、 

もう一方については？） 



英語は、全ての単語を発音しているわけではありません！ 

なので、 なのです。 

 

発想の転換です。 

聞き取れた単語だけで判断する 

 

これがとっても重要なんです！ 

聞き取れないのではなく、聞こえるわけがないのです。 

 



さて、先ほどの英文。 

We sat down and talked about the news already 

  ●      ●       ●   ● 

but how about some of the other? 

●                    ● 

 

極端な話をすれば、上記「●」がついている６か所以外は 

もごもご言っているもしくはそもそも発音していない 

 



and → ン 

about → バゥ 

but → ブッ 

some → スン 

 

では、今度は「●」の部分だけで読んでみてください。 

sat talked news already, how other? 

座って、話したよ。ニュース。既に。どう？他。 

 



なんとなーく、意味が通じませんか？ 

みたいですが、通じますよね！なんとなーく。 

 

この積み重ねなんです！ 

 

ちなみに・・・ 

ほかにも発音・聞き取りのコツはいくつかあります。 

 

 



 

●T は「らりるれろ」だと認識せよ 

●単語と単語はぎゅうぎゅうに詰め込んで一気に発音せよ 

●英語は音楽！リズム感を忘れるべからず 

●英語は筋トレ！喉の奥まで使うべし 

●英語は表情豊か。顔ヨガだと思って練習せよ 

●まずは、日本語字幕で映画をみるべし （← ！！！） 

 

 



 

これらについて、興味のある方はぜひ今後も 

配信を楽しみにしていてくださいね！ 

最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

 

 

英語発音コーチ・大人のやり直し英語コーチ 

むこうやまめぐみ 


